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大田高校
便り 回覧

－繋ぎ、結び、銀の歴史に続く物語をここから－

理数科２年生は半年間課題研究に取り組んできました。その最
終発表会が2月に行われ、それぞれ研究の成果を発表しました。
「天然高分子化合物の分解」をテーマに研究したチームが、今年
８月に行われる中国・四国・九州大会に出場します。

理数科課題研究 校内最終発表会

イワミ村田製作所へ訪問

打楽器四重奏 中国大会で金賞！

平成29年度
卒業証書授与式

３月１日、平成２９年度卒業証
書授与式が挙行されました。多く
の来賓の皆様、保護者の皆様に見
守られる中、１１４名が巣立って
いきました。学校での学び、思い
出、そして未来を見据えた力強い
思いが込められた答辞、卒業生と
在校生が一体となっての合唱など
旅立ちの日にふさわしい式となり
ました。卒業生のみなさんの今後
の活躍を期待します。

温泉に入ると肌が滑らかになるのはなぜだろう？そん
な身近な疑問から始まった研究。研究を通して化学とつ
ながっていることに気づき、知識が深まりました。研究
はチームで行ったので、役割分担をしながら協力して最
後まで実験をやり抜くことができました。

デザイン：大畑蘭（本校卒業生）
写真素材：写真部
字体 ：河行聖（１年）

理系クラスである２年３組がイワミ村田
製作所を訪問しました。そこでは工場見学
やキットを使った実験、社員さんとの座談
会など、考え方や視野が広がる充実した学
びの時間になりました。

２月４日に行われた全日本アンサンブルコンテス
ト中国大会において、吹奏楽部の打楽器パートが金
賞を受賞しました。

とても楽しい時間でした。特に工場見
学が印象的でした。外国人の方が多く働
いていること、大きな機械が動いている
ことに驚きました！

トップバッターで緊張をしましたが、自分
たちのペースで演奏することができました。
練習ではこれまでにないくらいぶつかり合いましたが、絆がより深
まったので夏のコンクールまでこのまま突き進んでいきたいです。
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サッカーフェスティバル
でのボランティア
（サッカー部）

大田JOインツ代表として
青少年育成会議の
パネラーとして参加

しまねマイプロジェクトア
ワードにおいて校外活動で
の学びを発表

市主催の大田市未来会議に
おいて、これからの大田の
在り方について考える

梅まつりでボランティア
（弓道部・柔道部・バレー部）

邇摩高生が
大田高校で出張販売

大高生は学校生活、
勉強、部活のほかにも
様々な方面で活躍をし
ています。その一部分
をお届けします。

目隠しをしてマ
リオカート！英
語を使って指示、
応援をしました

冷凍ネズミの解
剖実験！臓器の
つながりや仕組
みを学びました

剣道、柔道、
エアロビクス‥
寒さに負けない
体づくり！

座学で知識を習
得し、実験をと
おしてより深い
学びの時間に

身近な社会課題や自分
達とのつながりをみつ
けそれをポスターにま
とめ、発表しました

校外でのプルタブ集め
（JRC部）

１８年１月１５日発行の大田高校便り「つむぎ第１０号」に下記の誤りがございました。
（誤）大田高校応援団OBと野球部が夢のコラボレーション （正）大田高校応援部OBと野球部が夢のコラボレーション
関係者様、読んでくださる皆様に謹んでお詫び申し上げ、ここに訂正いたします。

２年生と島根にゆかりのある大学生・若
手社会人約５０名が出会い、対話をしまし
た。「やりたいと思ったことに挑戦できる
人になりたい！」「自分の話を聞いても
らって心が軽くなった」など、それぞれが
何かを感じる時間となりました。


